
『経験 の歌 』論(1):「 経験」 の諸相

麻 生 雅 樹

〔抄録〕

本稿はブレイクの 『経験の歌』の論考の第一部である。 この第一部では 『経験の

歌』における主題を,性 の問題,神 の問題,時 間と空間の問題の三点に大別 し,「経

験」の諸相を考察 している。ブレイクの現実世界 とヴィジョンの問題につながる考察

である。

キーワー ド:経 験,自 由な愛,教 会批判,時 間と空間,理 性

序 論

1794年 当 時,ロ ン ドンの ラ ムベ ス(Lambeth)で 彫 版 師 を して い た ブ レ イ ク(WilliamBlake ,

1757-1827)は 『無 垢 と経 験 の 歌』(SongsofInnocenceandofExperience,1794)と い う詩 集 を完

成 させ た 。 しか し,詩 集 とは言 う もの の,そ れ は 詩 と絵 を組 み合 わせ た版 画 を ブ レイ ク 自 らが

彫 版 し,詩 集 の形 で発 表 した 彩 飾 本 で あ る。 そ の 詩 集 は,彼 が そ れ以 前 に単 独 の詩 集 と して発

表 して い た 『無 垢 の 歌』(Songsoflnnocence,1789)に,『 経験 の 歌 』(SongsofExperience,1794)

とい う表 題 で編 ま れ た詩 集 が 合 本 され た もの で あ る。

こ の合 本 まで の過 程 にお い て,彼 の 詩 想 に どの よ うな 変遷 が あ っ た の か 。 そ して この合 本 に

は どの よ うな意 図が あ った の か 。 そ の あ た りの 事 情 は,す で に幾 人 か の研 究 者 に よ っ て分 析 が

な され て い る。 た とえ ば,梅 津 濟 美氏 は 『無垢 の歌 』 に お け る外 在 的 な神 の愛 や 守 りの強 調,

す なわ ち,ブ レイ クの そ の他 の作 品 と比 べ る と異 質 と もい え る ブ レ イ ク の感 情 に着 目す る。 そ

して,ブ レイ クの 最 愛 の 弟 で あ る ロバ ー トの死 を根 拠 に しなが ら,運 命 の 絶 大 な る力 に対 す る

ブ レイ クの 一 時 的 な宿 命 論 的心 境 を説 明 し,神 の愛 に救 い を求 め,あ るが ま ま の現 実 を神 の 思

し召 し と して受 け とめ よ う とす る ブ レイ クの 姿 を浮 き彫 りに して い る。 さ らに,『 経 験 の 歌 』

にみ られ る よ う な ブ レイ ク の革 命 論 的 な ヴ ィ ジ ョン は,『 無 垢 の 歌』 以 前 か ら存 在 して お り,
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ブレイクの壮年における生命力が 『無垢の歌』 によって中断されたその彼本来の 「革命論的な
の

ヴ ィジ ョ ン」 を取 り戻 させ た と述べ て い る 。

また,土 屋 繁 子 氏 は,ブ レイ クの ヴ ィ ジ ョ ンが 現 実 世 界 に対 して も っ て い る 先 行 性 を指 摘

し,ブ レ イ ク が ヴ ィ ジ ョ ン を 全 て の 原 点 に し て い た と 主 張 す る。 そ して,『 詩 的 素 描 』

(PoeticalSkeches,1783)や 『無 垢 の歌 』 の 中 で 歌 わ れ て い る,ブ レイ クが 初 め に見 た 「悦 び の

ヴ ィ ジ ョン」 とブ レ イ ク 自 身 を取 り巻 く現 実 と の 落 差 が 『経 験 の 歌 』 を生 み 出 した と説 明 す

る。 「無 垢 」 の悦 び が 時 間 との 関 わ りに よ っ て堕 落 す る こ とで,悲 しみへ と 「転 化 」 した も の

が 「経 験 」 で あ り,「 無 垢 」 と 「経 験 」 は 「表 裏 一 体 」 をな して い る と述 べ,さ ら に,ブ レ イ

クが 「無 垢 」 の あ とに 「経 験 」 の ヴ ィジ ョン を付 け加 え た の は,ブ レイ ク の ヴ ィジ ョ ンが,時

間 を意 識 す る こ とに よっ て,「 空 間か ら時 間へ 移 行 」 した 「経 験 」 とい う ヴ ィ ジ ョ ンの 不 安 を

そ の ま ま ヴ ィ ジ ョン 自体 の 中 へ 取 り込 ん だ た め で あ り,そ の よ う に ブ レ イ ク の ヴ ィジ ョ ン は

くゐ「有機的」に 厂生成発展 していく」 ものだからであるとしている。

これらの研究が明らかにしているブレイクの二つの面,つ まり,現 実を生きた生活者ブレイ

クと独 自のヴィジョンの世界 を構築した芸術家ブレイクの両面は,『経験の歌』 を考察するう

えで非常に示唆的である。なぜなら,ブ レイクは 『経験の歌』の中で,お そらくブレイク自身

の経験による現実に対 しての憤 りから,徹 底 した現実批判を主観的な抒情詩の形式で歌いなが

ら,そ の批判の根拠がラディカルであるがゆえに,明 らかに彼のヴィジ ョンを志向していると

考えられるからである。つまり,『経験の歌』 において,ブ レイクの現実批判 は彼のヴィジョ

ンと密接な関係 を持っており,ブ レイクにおけるこの現実とヴィジ ョンの相互関係に分析を加

えることは,た だ単にブレイクが理想主義を振 り回 しているのではな く,現 実に対 して積極的

に意味 と価値 を見いだそうとしていることを明らかにするものなのである。

そこで,ま ず,我 々は 『経験の歌』 における 「経験」の諸相を明らかにし,彼 の現実批判の

根拠 を分析 した後,ブ レイクにとっての現実世界の意味と価値,そ して,現 実世界 とヴィジョ

ンの関係 を考察 してみることにする。

1「 経 験」 の諸相

我々がまず 『経験の歌』で目にするのが 「序詩」("Introduction")で あるが,そ の題名でも

明らかなように,こ の詩は 「経験」の世界を理解するうえでの羅針盤的な性格を担っている。

つまり,こ の詩にはブレイクの現実批判の要点が語 られているのである。さらに,『無垢の歌』

の 「序詩」で,ブ レイクは 「笛吹き」 を登場させ,「 無垢」の状態を歌ったように,こ こでは

「詩人」を登場 させる。この詩の話者に予言者的な性格を帯びた詩人を配することによって,

ブレイクはヴィジ ョンによる現状打破,現 実世界への積極的な改革の意図を表明しているので

ある。この詩人の導入は,二 重の視点の手法 と呼べるものであろう。つまり,ブ レイクは 『経
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験 の 歌 』 の 諸 詩 に お い て,た だ 単 に 「経 験 」 の 状 態,す な わ ち,現 実 世 界 の 惨 状 を 「経 験 」 の

世 界 に生 き て い る 人 た ち の 視 点 か ら描 写 す る だ け に 留 ま る の で は な く,ヴ ィ ジ ョ ン を 見 る こ と

の で き る 詩 人 を ブ レ イ ク 自 ら の 分 身 と し て 登 場 さ せ る こ と に よ っ て,ブ レ イ ク の 現 実 批 判 と

ヴ ィ ジ ョ ン の 喚 起 を 詩 の 中 に 同 時 に 内 包 させ て い る の で あ る 。

そ こ で,実 際 に こ の 詩 を読 ん で み る と,ま ず,詩 人 が 強 い 調 子 の 命 令 形 の 言 葉 を 第 一 行 目 で

使 い な が ら,堕 落 し た 厂大 地 」(Earth)に 呼 び か け る 。 「詩 人 の 声 を 聞 け!」 と 。

HearthevoiceoftheBard!

WhoPresent,Past,&Future,sees;

Whoseearshaveheard

TheHolyWord

Thatwalk'damongtheancienttrees,

CallingthelapsedSoul,

Andweepingintheeveningdew;

Thatmightcontroll

Thestarrypole,

Andfallen,fallenlightrenew!

"OEarth
,OEarth,return!,

"A
risefromoutthedewygrass;

"Nightisworn
,

"Andthemorn

"Risesfromtheslumberousmass
.

"T
urnawaynomore;

"Whywiltthouturnaway?

"Th
estarryfloor,

"Thewat'ryshore
,

ゆ"l
sgiv'ntheetillthebreakofday."

現 在,過 去,未 来 を見 る こ と の で き る 詩 人 は,現 在 の 人 間 が 陥 っ て い る 悲 惨 な 状 態 を 的 確 に

見 抜 く 力 を も っ て い る 。 そ し て,彼 は 「古 代 の 森 を 歩 く聖 な る 言 葉 」(`TheHolyWord/That

walk'damongtheancienttrees')を 聞 い た と 言 う。 よ く指 摘 さ れ る よ う に,そ の 言 葉 と は 「創
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世 記 」 第3章 第8節 に書 か れ てい るエ デ ンの 園 を歩 く神 の声 で あ り,ア ダム とイ ヴ をエ デ ンの

園 か ら追 放 した神 の 声 で あ る。 この 詩 人 の超 自然 的 な 知 覚 は,明 らか に ブ レイ ク の ヴ ィ ジ ョン

を暗 示 して い る 。

エ デ ンの 園 を追 放 され,堕 落 した状 態 にあ る ア ダム と イ ヴは,今 こそ エ デ ンの 園へ の 回帰 が

願 わ れ て い る と詩 人 は 大 地 に告 げ る。 詩 人 は,「 星 の 極 」(`Thestarrypole')を 支 配 し,堕 落

　の

した 魂 を 取 り戻 そ う と し て い る 。 デ ー モ ン に よ る と,星 は 理 性 を 象 徴 し て い る 。 太 陽 と は 対 照

的 に,星 は 光 る だ け で 熱 を 発 し な い 。 そ れ は,感 情 に 対 す る 冷 徹 で 非 情 な 理 性 の 煌 め き な の で

あ る 。 大 地 は 理 性 の 「星 の 床 」(`Thestarryfloor')に 囚 わ れ,時 間 と 空 間 の 「水 の 岸 」(`The

wat'ryshore')に い る 。 大 地 は 厂眠 り の 塊 」(`theslumberousmass')に 埋 も れ た 「経 験 」 の 人

間 の 魂 を 象 徴 して い る 。 大 地 が 理 性 や 時 間 と 空 間 とい う 認 識 の 限 界 に よ っ て 現 実 世 界 に 閉 じ込

め ら れ,絶 望 せ ざ る を得 な い こ と を 詩 人 は 知 っ て い る 。 詩 人 は こ の 現 実 世 界 が 「本 当 の 現 実 」

の 影 に 過 ぎ な い こ と を 知 っ て い る か ら で あ る 。 し か し,予 言 者 で あ る 詩 人 は,人 間 が ヴ ィ ジ ョ

ン を 取 り戻 す 「夜 明 け 」(`thebreakofdayう が 近 い こ と を,そ し て,救 い が 来 る こ と を 最 終

連 最 終 行 で 明 か に す る 。

そ し て,そ れ に続 く詩 で あ る 「大 地 の 答 え 」 で は,大 地 が 詩 人 の 呼 び か け に 答 え,「 経 験 」

の 人 間 の 陥 っ て い る 状 態 を典 型 的 に 暴 露 す る 。 こ の 詩 を 全 体 的 に 吟 味 し た い の で,少 し 長 くな

る が 全 行 を 引 用 し よ う 。

Earthraisedupherhead

Fromthedarknessdread&drear.

Herlightfled,

Stonydread!

Andherlockscover'dwithgreydespair.

"Prison'donwat'ryshore
,

"St
arryJealousydoeskeepmyden:

"Coldandhoar
,

"Weepingo'er
,

"IheartheFatheroftheancientmen
.

"Selfishfatherofmen!

"Cruel
,jealous,selfishfear!

"Candelight
,

"Chain'dinnight
,
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"The
virginsofyouthandmorningbear?

"Doessp
ringhideitsjoy

"Whenbudsandblossomsgrow?

"Doesthesower

"S
owbynight,

"Ortheplowmanindarknessplow?

"Breakthisheavychain

"Thatdoesfree
zemybonesaround.

"S
elfish!vain!

"Eternalbane!

ゆ"Th
efreeLovewithbondagebound."

こ の 詩 に よっ て,さ らに細 か く 「経 験 」 の 諸 相 を考 察 す る こ とが で きる。 大 地 は詩 人 の呼 び

か け に,「 恐 ろ し く,物 寂 しい 暗 闇 」(`thedarknessdread&drear')か らそ の頭 を も た げ る

が,「 灰 色 の 絶 望 」(`greydespair')に うち ひ しが れ て い る。 この大 地 のお ぞ ま しい 描 写 は読 者

を震 撼 させ る。 光 を失 っ た大 地 は希 望 を失 った 人 間 の 姿 で あ り,暗 く,冷 た い イ メ ー ジ に よ っ

て描 写 され る大 地 は,や が て,無 機 質 的 な性 質 を帯 び は じめ,生 気 を ぬ か れ た,た だ の土 へ と

還 元 さ れ る か の よ うで あ る。 これ ほ ど残 酷 に現 実 世 界 の 人 間 を描 くブ レイ ク の想 像 力 は,こ こ

に お い て す で に神 話 的 で あ り,人 類 の歴 史 と現 実 世界 の壮 大 な物 語 を象 徴 的 に捉 え る ブ レイ ク

の熟 練 した技 を か い まみ る こ とが で きる 。

さ ら に,大 地 に とっ て の 神 は 「わ が ま ま な 父 」(`Selfishfatherofmen')で あ り,そ の 言 葉

は,旧 約 に み る 父 と して の神 に対 す る不 信 感 を表 明 して い る。 「重 い 鎖 」(`thisheavychain')

に縛 ら れ た大 地 は,詩 人 が 言 う よ うな ヴ ィジ ョ ン を見 る こ と もな い。 大 地 は詩 人 の救 い の予 言

を無 視 して お り,少 しも信 じて い な い 。 この よ う に,ブ レイ ク の捉 え た現 実 世 界 で は,さ ま ざ

ま な抑 圧 が 自 由 を奪 い,人 間 を悲惨 な 世 界 に閉 じ込 め て い る こ とが わ か る。 そ の状 態 に大 地 を

閉 じ込 め て い るの は,「 わ が ま ま な父 」 を崇 め,伝 統 的 なモ ラル を強 調 し,人 間 の 自由 を奪 う

教 会 で あ る と して,ブ レ イ クは教 会批 判 を展 開 す る の で あ るが,同 時 に ま た,抑 圧 さ れ て い る

人 々 に対 して,意 識 を高 め る こ とに よる 自己啓 発 を促 して もい る ので あ る。 そ の点 に お い て興

味 深 い の は,大 地 の 悲 惨 な描 写 に もか か わ らず,大 地 の言 葉 に は意 外 な ほ どの力 強 さが み られ

る こ と で あ る。 この 力 強 さの 原動 力 は怒 りで あ り,神 に対 す る 闘争 的感 情 で あ る。

第 三 連 にお い て,そ の 怒 りを吐 露 した後,そ の連 の後 半 と第 四連 で,怒 りを鎮 め るか の よ う

に,大 地 は抑 圧 に よ る不 自然 さ につ い て疑 問 を投 げ か け る 。 そ の疑 問文 は,当 然 大 地 の 不 満 を
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表 しているのだが,こ こではまだその不満は抑えられている。効果を狙った技法的な視点から

もいえることであるが,こ の疑問文から最終連の感嘆符つきの怒 りの言葉へのつなげ方は圧倒

的である。そして,ブ レイクが大地の言葉によって示そうとした意図は,嘆 きを怒 りに変える

こと,現 実世界を越えるためには闘争的姿勢が必要であるというところにあったのである。

「経験」の世界において,怒 りこそ意識を高めることの意味である。そ う考 えると,「 自由な

愛」(`freeLove')が スポイルされていることに対する大地の憤 りが,い かに重要なものであ

るかが直接的に伝わってくる。

『経験の歌』の冒頭にこれらの二つの詩を配置 したのは,ブ レイクのヴィジョンと現実世界

を対称的に描写 しようとしたからだろう。 このことから,『経験の歌』が 「経験」の状態を示

すだけではなくて,ヴ ィジョンをめぐるブレイクの積極的呼びかけがあることが当然予想 され

る。

この二つの詩を通して,ブ レイクが非難する現実世界が どのようなものであるかがおおよそ

理解できた。大別すると,次 の三つを挙げることができるだろう。

1.「 自由な愛」が束縛されている世界

2.人 々が既存の教会権力に支配 されている世界

3.時 間と空間に限られた世界

それでは,次 に,そ の三項目を考察 し,ブ レイクの現実批判の戦略を検討 してみよう。 しか

し,そ の前に少 しこの三項目について説明をつけ加えたい。梅津氏は 『経験の歌』の主題を,
ゆ

性の問題,教 会の問題,社 会の問題に大別 して,鋭 敏 な考察 をされており,本 稿の考察におい

ても,こ の見解 と重なる部分が多い。しか し,相 違点は二つある。まず,一 つは,梅 津氏が教

会の問題 と社会の問題を区別 しているのに対 し,本 稿ではその二つを一つのものとみなしてい

ることである。なぜなら,ブ レイクが 『経験の歌』 において社会の問題 を扱 う場合,そ の批判

の対象は圧制者,つ まり,王,貴 族,僧 侶,も しくは親などであるが,権 威を持つ支配者階級

としてそれらを括ることができるし,ま た,当 時のイギリスの歴史的事実における王 と教会の

権力構造やブレイクの実際の主題の扱い方からみても,そ れらは同一視 されていると考えても

問題はないと考えるからである。二つ目は,時 間と空間の問題を付け加 えたということであ

る。前述 したように,『経験の歌』における現実世界の描写そのものに,ブ レイクのヴィジョ

ンへの喚起が常 に内包 されている。「経験」 という現実世界の描写 を通 して時間 と空間という

認識の限界を指摘 し,そ の超越を実現させることは,ブ レイクにとって重要であった。それゆ

えに,現 実世界 における時間と空間の問題 は,『経験の歌』の大きな主題 となっていると考え

るのである。
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1.「 自由 な 愛」

大 地 の 答 え の 中 に は,「 自由 な愛 」 が 束 縛 され て い る こ とに対 す る不 満 と憤 りが 述 べ られ て 驢

い た。 ブ レイ クが 主 張 す る 「自 由 な愛 」 と は どの よ う な もの で あ ろ うか。 ブ レイ クが 愛 に つ い

て語 る と き,当 然 若 い 男 女 の愛 を念頭 に置 い て い る こ とが 多 い わ けだ が,『 経 験 の 歌 』 に登 場

す る男 女 た ち は愛 の 喜 び を喪 失 し,ま るで 愛 の貧 血 性 に陥 って い る よ うで あ る。 ブ レイ ク は本

当 の 愛 の姿 を見 失 った 者 た ちの 不 自由 さ を我 々 に見 せ つ け る 。 そ して,そ の 抑 圧 され て歪 ん だ

「経 験 」 の 愛 の 形 を浮 き彫 りに す る
。 そ の 抑 圧 に挑 戦 す る た め に ブ レ イ クが 練 りあ げ た論 理 と

戦 略 は,当 時 の教 会 の度 肝 を抜 く,そ して,現 在 に お い て もラ デ ィカ ル とい え る もの だ った 。

つ ま り,善 と悪 の道 徳 的 価 値 逆 転 の 論 理 に よ っ て,完 全 な る性 の解 放,欲 望 の解 放 を 目指 し

た 。 そ れ が ブ レイ クの主 張 す る 「自由 な愛 」 で あ る。

まず,「 土 くれ と小 石 」("TheCLOD&thePEBBLE")と い う詩 をみ て み る と,そ の 第 一連

で 「小 さ な土 くれ」(`alittleClodofClay')が 愛 につ い て 自分 の意 見 を歌 う。

"LoveseekethnotItselftoplease
,

"Norforitselfhathan
ycare,

"Butforanothergivesitsease
,

くの
"AndbuildsaHeaveninHell'sdespair

."

この 連 で歌 われ てい る愛 は 自己 犠 牲 の 愛 で あ る 。 そ の愛 は 自分 自身 を喜 ばす こ と は な い。 そ

れ は伝 統 的 な キ リス ト教 にお い て は理 想 的 な 愛 か も知 れ な い 。 しか し,実 際 にお い て,そ の 愛

は 自己 欺 瞞 が たぶ ん に含 まれ て い る よ うに ブ レイ ク は感 じた。 第 二 連 で は,ブ レ イ ク の視 点 が

挿 入 さ れ て い る と考 え られ,そ こで は,自 己犠 牲 の愛 を歌 っ た土 くれ が 牛 の足 に踏 み 潰 され て

しま う様 子 が 述 べ られ て い る。 土 くれ は 踏 まれ れ ば 簡単 に形 を変 え て しま う もの で あ るか ら,

そ の描 写 に は,土 くれ の 自己 犠牲 が 形 の変 わ りやす い もの とす る ブ レ イ クの風 刺 が 込 め られ て

い る に ちが い な い。 そ れ に対 し,「 小 川 の小 石 」(`aPebbleofthebrook')が 土 くれ を受 け て歌

うの は 「相 応 しい 歌 」(`thesemetresmeet')で あ る。

"LoveseekethonlySelftoplease
,

"TobindanothertoItsdeli
ght,

"toysinanother'slossofease
,

ゆ
"AndbuildsaHellinHea

ven'sdespite."

小 石 の 歌 う愛 は,自 己 中心 的 な愛 で,他 人 の 喜 び を奪 う こ とだ け に終 始 す る。 そ の愛 は小 石

の 堅 い イ メー ジ に見 事 に符 合 して い る。 そ して,小 石 の歌 が 「相 応 しい歌 」 で あ る の は,こ の
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正 反 対 の愛 の形 が,実 は重 要 な 共 通点 を有 して お り,そ こ に非 難 の的 が あ る こ と をブ レ イ クが

示 した か っ た か らで あ ろ う。 なぜ な ら,自 己犠 牲 の愛 と自 己 中心 的 な愛 は,そ の どち ら も他 人

と愛 を共有 す る こ とが で きな い か らで あ る 。他 人 の喜 び を奪 う だ けの 自己 中心 的 な愛 を,ブ レ

イ クが認 め る とは考 え られ ない が,教 会 の説 く自 己犠 牲 の愛 も偽 善 と して 否 定 し,相 互 の 愛 の

喜 び を強調 して い るの で あ る。 こ こに ブ レイ ク の教 会 の オ ー ソ ドキ シ ー に対 す る ラデ ィ カル な

恋 愛 観 が端 的 に認 め られ る。

次 に,厂 天 使 」("TheAngel")と い う詩 をみ て み よ う。 この 詩 の 話者 の女 性 は夢 をみ て い る。

そ こで は,天 使 に守 られ て い る に もか か わ らず,な ぜ か悲 しみ が紛 れ な い。 そ して,昼 夜 を問

わず,泣 き暮 ら して る。 彼 女 は 天 使 に対 して 自分 の喜 び を隠 して しま っ た。 そ ん な彼 女 に手 を

焼 い た の か,天 使 は彼 女 の も と を去 る 。

Sohetookhiswingsandfled;

Thenthemornblush'drosyred;

Idriedmytears,&arm'dmyfears

Withtenthousandshieldsandspears.

SoonmyAngelcameagain:

Iwasarm'd,hecameinvain;

Forthetimeofyouthwasfled,

くの

Andgreyhairswereonmyhead.

まず,一 つ 目の連(こ の詩 の第 三 連 にあ た る)を 解 釈 して み よ う。 天使 が去 っ た後,朝 が 訪

れ,ば ら色 にそ の顔 を赤 らめ る。 これ に はか な り性 的 なニ ュ ア ンス が含 まれ て お り,ブ レイ ク

は,「 自 由 な 愛」 の機 会 が 到 来 した こ とを この行 に 暗 示 させ て い る の で は な い だ ろ う か。 そ う

考 え る と,天 使 が付 き添 っ て い た 頃の 彼 女 の 嘆 きが 理 解 で き る。 つ ま り,天 使 は教 会 を象 徴 し

て お り,天 使 の愛 は モ ラ ル に縛 られ た,い わば 「不 自 由 な愛 」 だ った の で あ る 。彼 女 自身 そ れ

に気 づ い て い た様 子 は な いが,お そ ら く,彼 女 の 性 本 能 が そ の 抑 圧 を感 じ取 っ て い た に ち が い

な い 。 そ の 本 能 は ブ レイ クに とっ て生 そ の もの で あ り,人 間本 来 の 自然 な欲 望 で あ る 。心 理 的

な 方 面 か ら考 察 を加 え る と,彼 女 の悲 しみ の原 因 は,教 会 の モ ラ ル に植 え つ け られ た性 的抑 圧

か ら くる トラ ウマ 的 な もの だ っ た とい え る だ ろ う。 こ の詩 が 『経 験 の 歌』 で は め ず ら し く夢 の

形 を取 って い る こ と も興 味 深 い。 心 理 的 な脅 迫 観 念 と して ブ レイ クが 教 会 の モ ラル を捉 え て い

る こ とが 考 え られ る 。

さて,や っ と 「自由 な愛 」 の機 会 を得 た彼 女 で あ るが,彼 女 が 取 った 行 動 とい え ば,性 的官

能 の 喜 び に対 す る拒 絶 反応 だ っ た 。 こ の反 応 は十 分 理 解 で きる。 この 反 応 は ブ レイ クの 「自由
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な愛 」 に対 す る 自然 な反 応 だ ろ う。 しか し,自 然 を 自然 と しない とこ ろ にブ レ イ クの 真 骨 頂 が

あ る 。 つ ま り,彼 女 の性 に対 す る異 常 な嫌 悪,恐 怖 を歌 う こ とに よ って,ブ レ イ クが 言 い た い

の は,現 実 世界 に お け る愛 の不 毛 につ い てだ っ た。 次 の 最 終 連 を読 め ば,ブ レイ クの 意 図 が わ

か る だ ろ う。結 局 彼 女 は年 を取 り,天 使 さ え も相 手 にで き な くな る。 この彼 女 の 愛 に 対 す るブ

レイ クの シニ シ ズ ム は,ブ レイ クが 「自 由 な愛 」 を提 唱 す る ため の 戦 略 の 一 つ で あ る 。

ブ レ イ クが 用 い た も う一 つ の 方 法 は,も っ と直 接 的 に怒 りを表 現 す る こ とだ っ た 。 「一 人 の

失 わ れ た女 の 子 」("ALittleGIRLLost")の 詩 の 冒頭 に掲 げ られ てい るエ ピ グ ラ フに よ って,

ブ レイ クの愛 の抑 圧 に対 す る憤 りを み る こ とが で きる。

ChildrenofthefutureAge

Readingthisindignantpage,

Knowthatinaformertime

ゆ
Love!sweetLove!wasthoughtacrime.

書 か れ て い る以 外 の どん な意 図 もこ こ には 感 じられ ない 。 この エ ピグ ラ フ を書 い た 現在 に お

い て,ブ レイ ク の信 じた理 想 の愛 が 断 罪 され て い る こ と,そ れ に対 して ブ レイ ク が激 怒 して い

る こ と,未 来 の子 供 た ち に そ の断 罪 が いか に不 当 で あ った か を訴 えか け て い る こ と。 きわ め て

シ ンプ ル で あ る。

罪 に もい ろ い ろ あ る が,「 自 由 な愛 」 が 犯 罪 で あ る とす れ ば,ブ レイ クは信 念 を貫 き通 す,

根 っ か らの 政治 犯 の イ メ ー ジ にか な り近 い とい える だ ろ う。 この エ ピグ ラ フは 世界 の 改 革 を 目

指 す 革 命 家 の イ デ オ ロ ギ ー宣 言 とい っ た感 じを彷 彿 と させ る。 時代 が 変 わ れ ば 世界 も変 わ る,

必 ず 未 来 の子 供 た ち に は理 解 して も ら え る,「 自由 な愛 」 の 実 現 の た め に は 闘 争 的 姿 勢 が必 要

だ,そ う ブ レイ ク は信 じて い た の か も知 れ な い。 ブ レ イ ク は い つ もた だ信 じ る と こ ろ に した

が っ て 書 い た 。 そ れ ほ ど純 粋 に ヴ ィ ジ ョ ン を 見 て い た 。 しか し,彼 の 想 像 力 は,計 らず も

シ ョ ッ ク療 法 的 な効 果 を生 み だす こ と に な った の で あ る。 彼 は首 尾 一 貫 して愛 の不 毛 の 惨 め さ

を描 写 す る 。

Toherfatherwhite

Camethemaidenbright;

Buthislovinglook,

Liketheholybook,

ロゆ
Allhertenderlimbswithterrorshook.

こ の詩 で も,女 の子 で あ る オ ー ナの 愛 情 が抑 圧 され る。 そ して,こ こで は 父 親 が そ の 批 判 の
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対 象 で あ る。 父 親 の顔 は 「聖 な る 書 」(`holybook')の よ うで あ る とい う言 葉 か ら想 像 で きる

よ うに,父 の表 情 に は,既 存 の キ リス ト教 が 教 え るモ ラ ルが 象 徴 され て い る 。 オ ー ナ の愛 が,

教 会 の モ ラ ル に対 立 す る もの で あ る か どう か は さ だか で は な いが,オ ー ナ が父 の前 で は恐 怖 に

震 え て し まっ て,自 分 の愛 を正 直 に語 る こ とが で きな い の は,教 会 の モ ラル に対 す る う しろ め

た さ と,そ の モ ラ ル に反 抗 す る勇 気 を持 っ て い な か っ た か らだ。 す で にオ ー ナ の心 は 閉 ざ され

て し まっ て い る。

「自由 な愛 」 の抑 圧 は
,し ば しば,生 そ の もの の否 定 につ なが る。 ブ レイ クは 『天 国 と地獄

くユオ

の 結 婚 』(TheMayyiageofHeavenandHell,circa1790-93)に も,「 活 力 こ そ 唯 一 の 生 命 で あ る 」

と 書 い た 。 「活 力 」 と は 理 性 と対 立 す る 人 間 の 生 命 力 で あ る が,『 経 験 の 歌 』 と の 関 係 で 言 え

ば,欲 望 や 自然 な 欲 求 と 同 一 視 し て も よ い だ ろ う。 そ し て,逆 に 言 え ば,欲 望 や 欲 求 を失 う こ

と が 死 を 意 味 す る 。 ブ レ イ ク に と っ て,欲 望 を抱 く こ とが 生 で あ り,欲 望 を抑 圧 さ れ て し ま う

こ と が 死 で あ っ た 。 そ の 意 味 に お い て,「 病 め る 薔 薇 」("TheSICKROSE")1こ は 命 の 破 壊 が 描

か れ て い る 。

ORose,thouartsick!

Theinvisibleworm

Thatfliesinthenight,

Inthehowlingstorm,

Hasfoundoutthybed

Ofcrimsonjoy:

Andhisdarksecretlove

ロお

Doesthylifedestroy.

「目 に 見 え ぬ 虫 」(`Theinvisibleworm')が 何 を 象 徴 し て い る か の 議 論 は
,多 くの 研 究 者 に

よ っ て な さ れ て お り,そ の 議 論 で は 『天 国 と地 獄 の 結 婚 』 に お け る 「地 獄 の 格 言 」("Proverbs

ofHell")の 一 つ が よ く引 用 さ れ る 。

Asthecatterpillerchoosesthefairestleavestolayhereggson,sothepriestlayshiscurse

ロや

onthefairestjoys.

「病 め る薔 薇 」 の挿 絵 に描 か れ て い る 「目 に見 え ぬ 虫 」 は芋 虫 の よ う で あ る
。 そ こ か ら も

「地 獄 の格 言 」 との 連 関 が 生 ま れ て くる の で あ るが ,第 二 連 の 「黒 い 秘 密 の 愛 」(`darksecret

love')と い う言 葉 に も僧 侶 との 連 関 が 読 み 取 れ る。 なぜ な ら,ブ レイ ク は しば しば教 会 や 僧 侶
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を黒で象徴するからである。第二連の 「汝の深紅の喜びの寝床」(`thybed/Ofcrimsonjoy')

や 「黒い秘密の愛」 という言葉の解釈によって,僧 侶に対する性的な内容 も読み取れるわけで

あるが,従 来の多 くの解釈はその読みを踏襲 している。しかし,僧 侶 と性的欲望を結びつける

と,最 終連の命の破壊の意味が生 きてこないのではないだろうか。つまり,こ こで もブレイク

のおなじみの主題である,僧 侶による性的欲望の抑圧 と捉えるほうが妥当だと考えるのであ

る。そこで,全 体的な解釈を試みると,さ さやかながら 「自由の愛」の喜びを見いだ していた

薔薇は,僧 侶の目ざとさによってその非道徳的な愛 を見つけられてしまい,薔 薇の喜びは,僧

侶の 「黒い秘密の愛」,つ まり,教 会のまやか しの神,「 わがままな父」の愛のモラルによっ

て,強 制的な修正,指 導を受ける。このような精神的矯正力は愛の美を完全に破壊する。 くだ

んの薔薇 もやがて精神的死 を迎えるにちがいない。それゆえにブレイクは 厂薔薇」のことを

「病める」と表現 したのである。

以上みてきたように,「 自由な愛」 とは,性 の解放であ り,強 いては欲望の完全なる解放を

目指 したものだった。これらは非常にラディカルなものであって,読 者にもかな りの衝撃を与

えるだろう。 しか し,「経験」の世界における愛の抑圧は,ブ レイクの考える影の存在で しか

ないこの現実世界の中で,ブ レイクが見た数少ない真実であって,リ アルなものだった。そ し

て,そ れを乗 り越えるために,ヴ ィジョンの世界における真実を現実批判の展開で反証すると

いう対抗手段をブレイクは取った。ブレイクはヴィジョナリーとして見たままの真実 を語った

のであるが,そ の内容が我々に与 える衝撃 は,ヴ ィジョンへの超越を実現するための戦略とい

う副作用を生みだ した。

最後に,欲 望の解放 を目指すブレイクのラディカルさを示す好例 を引用 しよう。さきに引用

した 「地獄の格言」からの別の格言である。

ロミ
Soonermurderaninfantinitscradlethannurseunacteddesires.

欲 望 は大 事 に育 て る だ け の もの で は な く,解 放 す る もの で あ る とす る この格 言 は,読 者 を震

撼 させ る。 しか し,こ こに は価 値 逆 転 の単 な る手 法 と して の サ ー カ ズ ム で は な く,ス ウ ィ フ ト

ば りの 辛 辣 で 深刻 な現 実 批 判 が 含 まれ て い る。

2.教 会 批判

「経 験 」 の 世界 にお け る神 の観 念 は
,す べ て伝 統 的 な教 会 の教 義 に基 づ い てい る。 そ の た め

に,人 々 は誤 っ た神 に祈 りを捧 げ て い る とブ レイ ク は考 え た 。 この教 会 批 判 は,『 経 験 の 歌 』

に多 数 散在 して い る。 教 会 批 判 は 『経 験 の 歌 』 の 中 で最 も特 徴 的 な主 題 で あ る。 す で に,今 ま

で の考 察 にお い て も,再 三 の よ う に教 会 批 判 が 繰 り返 され て い た。 ま た,ど の研 究 者 で も,そ

の 問題 に言 及 しな い こ とは皆 無 で あ り,か な り議 論 し尽 く され て い る とい って もい い だ ろ う。
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そ こで,あ ま り細 か い考 察 は 回避 して,重 要 な点 を再 考 察 す る に と どめ るの が よい 方法 だ と思

わ れ る 。

「人 間抽 象」("TheHumanAbstract")の 第 一連 で は
,教 会 が 善 とす る憐 愍 と哀 れ み が,欺

瞞 と して痛 烈 に風 刺 され る 。慈 悲 と憐 愍 を説 く教 会 は,聖 な る怖 れ を も って 人 々 を支 配 し,神

秘 を振 り回 す こ とに よ っ て 人 々 を恐 怖 の 虜 にす る。 「愛 の 園」("TheGARDENofLOVE"),

「小 さ な ご ろつ き」("TheLittleVagabond")
,「 失 わ れ た一 人 の小 さな男 の子 」("ALittleBOY

Lost")に は そ れ ぞ れ,子 供 の喜 び や欲 望 が 教 会 の権 威 に よ って 否 定 され,抑 圧 され,断 罪 さ

れ る とい うテ ー マ が 繰 り返 し歌 わ れ て い る。

さ ら に,「 聖 木 曜 日」("HOLYTHURSDAY")に お い て,ブ レイ ク は社 会 的 抑 圧 の主 題 を扱

い,教 会 をは じめ とす る特 権 階級 の偽 善 を批 判 した 。 この 詩 は,ロ ン ドンに実 際 見 られ た貧 民

学 校 の生 徒 た ち の様 子 を描 い た もの で あ る。 『無 垢 の 歌』 の同 名 の詩 の 中 で祝 福 され た 子 供 た

ち とは全 く正 反対 に,こ の詩 で歌 われ て い る子 供 た ち の 置 か れ て い る状 況 は,金 や 権 力 を もつ

特 権 階級 に よっ て作 り出 さ れ た救 い の な い もの で あ る 。

Isthattremblingcryasong?

Canitbeasongofjoy?

Andsomanychildrenpoor?

ロタ
Itisalandofpoverty!

神 に向 か っ て震 え る よ うな声 で讃 美 歌 を歌 う子 供 た ち の姿 に,特 権 階 級 の偽 善 が 表現 され て

お り,そ の 偽 善 が ブ レ イ ク の非 難 の 的 に な っ て い る。 そ の 非 難 が どれ ほ ど強 い もの で あ る か

は,疑 問 文 か ら感 嘆符 に至 る,と い う 「大 地 の答 え」 で み た形 式 の パ ター ン を踏襲 して い る こ

とか ら も推 し量 る こ とが で きる だ ろ う。 子 供 た ち に は ロ ン ドンに神 が い るの か ど うか もわ か ら

ない だ ろ う。 なぜ な ら,神 は 目に見 えず 神 秘 の ベ ー ル に包 まれ て い るか らで あ る 。

『経験 の歌 』 の詩 の草 稿 な どが 書 か れ て い る ブ レ イ クの 「手 帖 」 に書 か れ て い る 「ノ ー ボ ダ

デ ィー に」("ToNobodaddy")と い う詩 に,そ の よ う な神 に対 す る疑 念 が 歌 わ れ て い る こ とは

よ く指摘 され る こ とで あ る。 そ の詩 に よれ ば,神 は 人 間 の 目 には 見 え ず,常 に沈 黙 して い る。

神 を捜 し求 め て も雲 の 中 に 隠 れ て姿 をみ せ ない 。神 の 言 葉 や 掟 の 中 には,い つ も 「暗 さ と曖 昧

さ」(`darkness&obscurity')が 存 在 して い る とい う 。 そ の神 は教 会 だ け に存 在 して い る と ブ

レイ クは感 じた。 教 会 は そ の神 を利 用 して 愛 の 欲 望 を抑 圧 し,大 人 た ち を飼 い慣 ら し,子 供 た

ち の元 気 な,健 康 的 な心 を抑 圧 す る。 この よ うな教 会 に よ る抑 圧 の構 造 が ブ レイ ク の教 会 批 判

の基 本 的 な論 理 で あ る。

厂ロ ン ドン」("LONDON")で も
,ブ レ イ ク は特 権 階級 をそ の 非 難 の標 的 に して い る。 ロ ン

ドンの人 々 の表 情 は,精 神 的 支 柱 を失 っ た よ うに,弱 く悲 しみ に 満 ち て い る。 「心 が鍛 え た枷 」
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(`Themind-forg'dmanacles')は,王 の 圧 制 や教 会 が,ど れ ほ ど 人 々 の 魂 を縛 り,食 い 込 ん で

い る か を表 わ して い る。 ま た,「 黒 ず み ゆ く教 会 」(`black'ningChurch')と い う言葉 は
,教 会

が 人 々 の魂 を救 う こ とをせ ず,そ れ ど ころ か,禁 欲 や労 働 の奨 励 な どに よっ て,逆 に人 々 を悲

惨 な状 態 に追 い込 んで い る こ と を予 想 させ る 。

以 上 の よ う な教 会 批 判 に よっ て,ブ レイ クは教 会 が 唱 え る神 の不 在 を宣 告 した 。 教 会 の オー

ソ ドキ シ ー批 判 にお け る ブ レイ クの 戦 略 の 一 つ は,『 天 国 と地 獄 の 結 婚 』 に み られ る よ う に
,

ヴ ィ ジ ョン に裏 打 ち され た価 値 逆 転 の論 理 とサ ー カ ス テ ィ ッ ク な手 法 で あ る が ,『 経 験 の 歌』

で は,よ り純 粋 に ブ レイ クの 感 情 を込 め て教 会 を批 判 す る方 法 を用 い て い る 。 これ は ,『 経 験

の歌 』 の 目的 の 一 つ が,抒 情 詩 にお い て,教 会 の モ ラル に よる抑 圧 が い か に 人 々 の心 を蝕 ん で

い る か を描 写 す る とい うこ とで あ っ たか らで もあ るが,ヴ ィジ ョン よ りも,現 実 へ の ブ レイ ク

の 関心 の高 さを示 す もので あ ろ う。

3.時 間 と空 間

『経 験 の歌 』 に お け る時 間 と空 間 の重 要性 は
,厂 序 詩 」 に お け る詩 人 と大 地 の関 係 か ら うか

が う こ とが で き る。 厂序 詩 」 で は,現 在,過 去,未 来 をみ る こ との で き る詩 人 は,現 在 だ け を

み る こ と しか で きな い 大 地 と明 らか に 区別 さ れ てい る。 詩 人 は 時 間 の 束縛 か ら解 放 され て い る

た め,特 定 の 空 間 か ら分 離 され る こ とに な り,詩 人 の 存在 空 間 の概 念 が相 対 的 な もの とな る 。

そ れ に対 して,大 地 は特 定 の 時 間 と空 間 の 中 で しか 存在 で き ない 。 「序 詩」 を考 察 した と きに

述 べ た よ う に,そ れ は 「水 の 岸 」 に 囚 わ れ て い る 大 地 の 姿 と し て ブ レイ クが 歌 っ た もの で あ

るQ

ブ レイ ク に とっ て,こ の よ う な現 実 世界 か ら ヴ ィジ ョ ンの世 界 へ の認 識 的転 換 の過 程 は連 続

的 な もの か も知 れ な いが,「 経験 」 の 人 間 に とっ て,両 者 の 間 に越 え る こ との で きな い 非 連 続

性 が あ る。 そ の現 実 と ヴ ィ ジ ョンの非 連 続 性 こそが 時 間 と空 間の 本 質 を明 らか に し,現 実 世 界

にお け る経 験 の 限 界 を示 して い る 。

現 実 世 界 にお け る経 験 が,時 間 と空 間 とい う認 識 の限 界 を基 準 と してお り,そ の 基 準 は人 間

の認 識 の 本 質 的 な部分 に関係 して い る た め に,詩 人 の 主 張 す る救 済 の ヴ ィ ジ ョン を理 解 す る こ

とが 大 地 に と っ て非 常 に困 難 で あ る こ とは ご く自然 な こ とで あ る 。 しか し,ブ レ イ ク が ヴ ィ

ジ ョ ン を語 る と き,常 識 を こそ否 定 し,時 間 と空 間の 超 越 が,直 接 人 間 の魂 の救 い と結 び つ い

て い る とこ ろ に,『 経 験 の 歌 』 の詩 の重 要性 が あ る。 つ ま り,現 実 世 界,時 間 と空 間 か らの 解

放 を反 証 の形 で提 示 す る 『経 験 の 歌 』 の 諸 詩 は,我 々 の想 像 力 を 喚起 す る の で あ る 。

「あ あ!ひ まわ り よ」("AH!SUN -FLOWER")で は
,時 間 と空 間の 限 界 が,精 神 的 な 絶 望感

を生 み だ して い る。

Ah,Sun-flower,wearyoftime,
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WhocountestthestepsoftheSun,

Seekingafterthatsweetgoldenclime

Wherethetraveller'sjourneyisdone:

WheretheYouthpinedawaywithdesire,

AndthepaleVirginshroudedinsnow

Arisefromtheirgraves,andaspire

ロカ
WheremySun-flowerwishestogo.

「時 間 に倦 む」(`wearyoftime')ひ ま わ りは
,そ れ で も 「太 陽 の 歩 み」(`thestepsofthe

Sun')を 数 え る こ と を止 め る こ とはで きな い。 大 地 に生 え てい る ひ ま わ りが,そ の 顔 だ け を動

か して太 陽 が刻 む 時 を見 つ め てい る姿 は,現 実 世 界 にお け る 人 間 の悲 壮 な姿 を彷 彿 とさせ る。

「と ころ」(`Where')に 導 か れ て い る 節 の 反 復 は
,空 間 的 思 考 の 空 し さ を象 徴 す る か の よ うで

あ る。

この よ う な,時 間 と空 間 に対 す る ブ レ イ クの 意 識 の 高 さは,お の ず か らヴ ィジ ョ ンを志 向 し

て い くこ と に な る。 ブ レイ ク は現 実 世 界 で 人 々が どの よ うな苦 しみ を受 け て い る の か,そ して

そ の苦 しみ は ど こか ら,ど の よ うに もた らされ るの か を明 らか に し よ う と して 『経 験 の歌 』 を

書 い た 。 こ の と きの 感 情 は現 実 世 界 を生 きる生 活 者 ブ レ イ クの もの で あ る。 しか し,『 無 垢 と

経 験 の歌 』 の 副 題 で あ る 「人 間 の 魂 の 二 つ の 相 反 す る 状 態 を示 す 」(`ShewingtheTwoCon-

traryStatesoftheHumanSoul')か ら もわ か る よ う に,ブ レイ ク が 人 間 の 悲 しむ姿 を さ ま ざ ま

な抑 圧 に よ っ て拘 束 され た魂 の 「状 態 」('State')で あ る とみ なす と き,ブ レイ クは,ま さ に

彼 が 言 う と こ ろ の ヴ ィ ジ ョン を通 して こ の現 実 世 界 を見 て い る の で あ る 。 現 実 世 界 を神 話 的

ヴ ィジ ョンで 再構 成 す る こ と,つ ま り,多 重 的 な時 間 と空 間 の原 理 を用 い て,時 間 と空 間 の 限

界 内 に あ る現 実 世 界 と時 間 と空 間 の限 界 か ら解 放 され てい る ヴ ィジ ョンの 世界 を融合 す る こ と

が ブ レイ ク の 関心 を捉 えた の で あ る。

中 間 考 察 理 性 の 問 題

ブ レ イ ク にお い て,愛 の 抑 圧 や 教 会 批 判 は常 に理 性 の 問 題 を含 ん で い る。 「経 験 」 の諸 相 を

理 性 に よ る欲 望 の 抑 圧 を うけ た 人 間 の魂 の 「状 態 」 と捉 え た ブ レイ ク は,す で に現 実 と ヴ ィ

ジ ョ ン との境 界 線 を消 失 してい る。 こ こで は,理 性 に対 す る ブ レイ クの ヴ ィ ジ ョン を考 察 して

み よ う。現 実 とヴ ィジ ョ ンの 問 題 につ な げ た い 。

ブ レ イ ク の教 会 に対 す る憤 りは,直 接 的,間 接 的 に表 現 さ れ,そ の 批 判 の 言 葉 は強 烈 で あ

る。教 会 批 判 とい う現 象 が,当 時 の啓 蒙 主 義 者 た ち に よっ て盛 ん に行 われ た とい う事 実 を考慮
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に入 れ る と,ブ レイ クの教 会批 判 は そ れ ほ ど特 異 な もの で は ない とい え るが,し か し,彼 が そ

の 啓 蒙 主 義 者 た ち を も批 判 の対 象 と し,孤 独 な道 を歩 ん だ の は,ブ レ イ ク の宗 教 的 信 念 の ラ

デ ィ カ ル さ ゆ え の こ とで あ った 。 そ れ は理 神 論 に対 す る ブ レイ クの 反 発 か ら導 きだ され た もの

で あ る 。 理 性 に よ る真 理 へ の 到 達 の 不 可 能 性,理 性 に よる 認 識 の 限 界 を主 張 す る も の で あ っ

た。 理 性 を狭 い認 識 能 力 で あ る と考 え た ブ レイ クは,理 性 を教 会 の モ ラル と同 一視 した 。 理性

に対 す る批 判 は,ブ レ イ クが ロ ッ ク,ベ イ コ ンや ニ ュ ー トンに対 して 批 判 を加 えた とい う事 実

に よ っ て もう かが う こ とが で きる 。

ブ レイ ク は す で に,『 自然 宗教 は な い 』(ThereisnoNaturalReligion,circa1788)と 『全 て の

宗 教 は 一 つ』(AllReligionareOne,circa1788)に お い て,彼 独 自の 宗 教 的信 念 を表 明 して い

た。 そ れ らは,理 性 の 限 界 を指摘 し,そ れ に よっ て 人 間 は どん な真 理 を も見 い だ せ な い こ と を

説 い て い る。 理 性 を越 えた 感 覚 的 な(ブ レイ クは詩 的 と読 んで い るが)想 像 力 が 真 理 を見 い だ

す 唯 一 の 方 法 な の で あ る。 この よ う に して,ブ レ イ ク は 人 間 が も っ て い る 「詩 的 創 造 力」

(`PoeticGenius')を 神 格 化 す る の で あ る 。 こ う して 人 間 の 内 的神 とい う概 念 が 形作 られ た 。 こ

れ に よ っ て,ブ レイ ク は人 間 を神 と同 一視 して ゆ くの で あ る。

理 性 の批 判 は そ の 狭 い 認 識 を指 摘 す る こ とで 行 わ れ る。 「虎 」("TheTyger")は そ の よ うな

理 性 に よ っ て は理 解 で きない 詩 的創 造 力 の 力 強 さ を物 語 っ てい る。

Tyger!Tyger!burningbright

Intheforestofthenight,

Whatimmortalhandoreye

ロお

Couldframethyfearfulsymmetry?

こ の詩 の大 半 は疑 問 文 で 構 成 され て い る 。 この こ とは,話 者 の 心 理 状 態 を的確 に表 現 して い

る 。彼 は虎 の もつ圧 倒 的 な力 強 さ を感 じて,そ れ を邪 悪 な もの と捉 え てい る。 彼 は ど う して も

虎 が羊 を作 っ た 同 じ神 に よ って作 られ た と は思 え な い 。 この創 造 主 とい う神 の 概 念 も ブ レイ ク

に とっ て は 一面 的 で あ り,教 会 の オー ソ ドキ シー の誤 りを象 徴 す る もの だ っ たの で あ ろ う。 理

性 に よっ て は この虎 を理 解 す る こ と は不 可 能 で あ る 。 ブ レイ ク は既 存 の 教 会 が 悪 と して 退 け る

欲 望 を虎 で 象 徴 し,理 性 の 限界 を主 張 し なが ら,「 経 験 」 の 人 間 の狭 い 認 識 を非 難 して い るの

で あ る 。

理性 の 問題 に と りつ か れ てか ら,ブ レ イ ク にお け る現 実 とヴ ィ ジ ョンの 境 は完 全 に消 失 した

とい え る 。 そ して,目 に見 え る現 象 と,ブ レ イ クの ヴ ィジ ョ ンで の 精 神 的 な力 学 的 現 象 が 同 一

視 され る の で あ る 。 こ の類 まれ な想 像 力 を有 した ブ レイ ク に とっ て,現 実 世 界 の 意 味 とは何 で

あ った か 。 ブ レイ クの現 実 とヴ ィ ジ ョンの 関係 を稿 をあ らため て論 じる こ とに しよ う。
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